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Ⅰ. 2010年度の事業報告Ⅰ. 2010年度の事業報告
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①グループ組織体制

㈱ ニチレイロジグループ本社（持株会社）㈱ ニチレイロジグループ本社（持株会社）

㈱ニチレイ・ロジスティクス

エンジニアリング

㈱ニチレイ・ロジスティクス

エンジニアリング

㈱ロジスティクス・プランナー

ネットワーク事業

※子会社３５社 関連会社６社

事業会社
Hiwa Rotterdam

Port Cold           
Stores B.V.
Eurofrigo B.V.
Eurofrigo Venlo 
B.V. 
Thermotraffic

Holland 
B.V.
Thermotraffic
GmbH

海外事業

Nichirei Holding Holland B.V.

Hiwa Rotterdam

Port Cold Stores B.V.

Eurofrigo B.V.

Eurofrigo Venlo B.V.

Thermotraffic Holland B.V.

Thermotraffic GmbH 

Frigo Logistics Sp.z o.o.

Transports Godfroy S.A.S

Entrepots Godfroy S.A.S

Entrepots De L’Ocean S.A.S

Entrepots Du Plateau S.A.S

上海鮮冷儲運有限公司

㈱ロジスティクス・ネットワーク

㈱ＮＫトランス

地域保管事業

㈱キョクレイ

㈱ニチレイ・ロジスティクス関東

㈱ニチレイ・ロジスティクス東海

㈱ニチレイ・ロジスティクス北海道

㈱ニチレイ・ロジスティクス関西

㈱ニチレイ・ロジスティクス中国

㈱ニチレイ・ロジスティクス四国

㈱ニチレイ・ロジスティクス九州

3PL事業

運送･流通・PC事業

欧州事業

中国事業エンジニアリング事業

１. 企業概要

※2011.4.1現在

㈱ニチレイ・ロジスティクス東北
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②ニチレイロジグループのミッション・ビジョン
１. 企業概要

【ミッション】

食品の物流を通じて、生活者の暮らしに貢献する。

（生活者に新鮮で安全な食品を効率良くお届けする）

【基本姿勢】

グループ中核事業として適正な収益を確保する。

常に顧客視点で全体最適を考え物流効率化を実現する。

また、「品質・環境・安全」を最優先の経営課題とする。

【事業ビジョン】

食品物流事業者Ｎｏ.1の地位確立に向け、グループ全体が持つ３ＰＬ、保管、仕分け、流通

加工、輸送、配送、情報システム等、各機能の有機的な組み合わせにより、サプライ

チェーン全体にわたる物流の高度化と効率化を提案しつづける。
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１. 企業概要
③ニチレイロジグループのブランドステートメント
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主要物流企業(陸運)の売上高(２０１０年度)

669

848

856

856

1,190

1,198

1,228

1,357

1,394

2,430

2,556

3,688

4,976

12,365

16,160

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000

アルプス物流

名鉄運輸

ハマキョウレックス

丸全昭和運輸

トナミHD

SBSHD

日本梱包運輸倉庫

キユーソー流通システム

ニチレイロジグループ

センコー

福山通運

日立物流

セイノーHD

ヤマトHD

日本通運

億円

①ニチレイロジグループのポジション（１）

※トラックによる輸送を主とする物流会社を選定

※各社決算短信（2011年5月13日時点の最新版）における年度実績数値または見込数値を元に作成

２. 事業活動の概要

主要低温物流企業の売上高(２０１０年度)

185
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354
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856

1,357

1,394

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

横浜冷凍(冷蔵倉庫事業)

ヒューテックノオリン

ランテック

フーズレック

名糖運輸

ハマキョウレックス

キユーソー流通システム

ニチレイロジグループ

億円
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②ニチレイロジグループのポジション（２）
２. 事業活動の概要

冷蔵倉庫業界設備能力 2011/1/1

1 　㈱ニチレイ・ロジグループ 1,320,788 9.6%

2 　横　浜　冷　凍　㈱ 707,392 5.2%

3 　㈱マルハニチロ物流 578,951 4.2%

4 　東　洋　水　産　㈱ 343,205 2.5%

5 　日　水　物　流　㈱ 330,537 2.4%

6 　㈱ ヒューテックノオリン 232,748 1.7%

7 　五　十　嵐　冷　蔵　㈱ 214,748 1.6%

8 　㈱　松　　　　岡 160,413 1.2%

9 　鴻　池　運　輸　㈱ 146,791 1.1%

10 　寳　船　冷　藏　㈱ 136,615 1.0%

11 　㈱キユーソー流通システム 136,518 1.0%

12 　㈱　二　　　　葉 127,675 0.9%

13 　㈱　兵　　　　食 113,054 0.8%

14 　㈱  ホ　ウ　ス　イ 110,947 0.8%

15 　山　手　冷　蔵　㈱ 96,144 0.7%

16 　港　湾　冷　蔵　㈱ 85,712 0.6%

17 　川　西　倉　庫　㈱ 76,470 0.6%

18 　東 京 豊 海 冷 蔵 ㈱ 74,483 0.5%

19   三  菱  倉  庫  ㈱ 69,842 0.5%

20 　㈱　辻　　　　野 69,418 0.5%

上位20社合計 5,132,452 37.4%
※日本冷蔵倉庫協会統計資料より

全国冷蔵倉庫
に対する割合

順
位

会社名 設備能力（トン）

ニチレイロジグループの拠点数・能力 ※2011/4/1現在
DC(国内) DC拠点数 保管能力(トン)

㈱ニチレイ・ロジスティクス北海道 5 61,706
㈱ニチレイ・ロジスティクス東北 3 30,150
㈱ニチレイ・ロジスティクス関東 10 220,370
㈱キョクレイ 4 114,296
㈱ニチレイ・ロジスティクス東海 9 156,859
㈱ニチレイ・ロジスティクス関西 12 224,202
㈱ニチレイ・ロジスティクス中国 7 53,339
㈱ニチレイ・ロジスティクス四国 7 72,925
㈱ニチレイ・ロジスティクス九州 11 131,900
地域保管計 68 1,065,747
㈱ロジスティクス・ネットワーク 10 296,946

国内DC合計 78 1,362,693

DC(海外) DC拠点数 保管能力(トン)
Eurofrigo B.V. 2 110,000
Hiwa Rotterdam Port Cold Stores B.V. 2 147,900
Eurofrigo Venlo B.V. 3 122,500
Frigo Logistics Sp.z o.o. 2 69,500
Entrepots Godfroy S.A.S 1 14,720
Entrepots De L'Ocean S.A.S 1 8,000
Entrepots Du Plateau S.A.S 1 16,800
上海鮮冷儲運有限公司 1 2,100
海外合計 13 491,520

TC TC拠点数
㈱ロジスティクス・ネットワーク(TC) 23
㈱NKトランス(TC) 3

国内TC合計 25
※LN･NK茨城TCを1事業所として
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③売上高及び営業利益の推移（実績）
２. 事業活動の概要

【 売 上 高 】1,394億円、前期比+4億円、伸長率+0.3％

（国内：1,230億円、前期比+5億円、伸長率+0.4％）

【営業利益】 73億円、前期比▲6億円、▲7.6%

（国内：66億円、前期比▲6億円、▲8.3％）

• ネットワーク事業は、受託TC案件の稼動や新規運送

顧客の獲得等が順調に推移。また、車両の高度活用

等によるローコスト化で営業利益計画達成。

• 地域保管事業は、入庫量が増加に転ずるも在庫水準

の回復は次年度以降へ。新増設による資本費負担増

の影響も重なり、営業利益は前年比マイナス。

• 欧州地域では、西欧圏での経済回復基調の影響で運

送・通関需要や果汁消費がプラス局面に好転。フラン

スGODFROY社の買収で事業基盤が拡充し、次年度

以降のグループシナジー効果の発揮に本格着手。

• 中国（上海）では、万博向物流業務や上海市内・周辺

都市への配送業務など、旺盛な需要を着実に取込み。

高度な物流品質を志向する顧客開拓が順調に進展。

低温物流事業のサブセグメント別売上高推移

709 722 753

442 462 452

224 224 165

769

437

164

24201612

1,3941,3901,4231,387

0

500

1,000

1,500

08/3 09/3 10/3 11/3 決算期

単位：億円
物流ネットワーク 地域保管 海外 その他

ネットワーク事業の好調で国内事業の売上高は堅調に推移。利益面では新設投資の影響等
で地域保管の償却費負担が一時的に増加。
海外事業は現地通貨ベースでは伸長するも、為替影響により前年並みに。

低温物流事業のサブセグメント別営業利益推移
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①-1ネットワーク事業全体の売上高推移
３. 事業概要（セグメント別）

ネットワーク事業のセグメント別売上推移

277 299 286 290

121 126 139 159

135 133 135 14334 43 47 43142 121 146 134
709 722 753 769

0

300

600
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億円

輸配送（LN） TC（LN運送） TC（LN流通） TC（ＮＫ） その他

国内セグメント別売上構成率推移

59%

39%

2%

61%38%

1%

60%

39%

1%

61%

37%

2%

63%

36%

1%

物流ネットワーク 地域保管 その他

※その他：3PL事業および一部保管事業収入とサブセグ間の売上消去を含む

＜堅調な売上高推移でグループ全体の成長を牽引するロジスティクス・ネットワーク＞

ロジスティクス・ネットワークの売上推移

732

699
689

669

612

550

600

650

700

750

07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

億円

※2011年3月期 ロジネット従業員数 1,207名（パート含む）
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①-2ネットワーク事業＜運送＞

■運送売上高：449億円（前期比+24億円、伸長率+5.6％）

• TC運送事業は、新規TCの稼動や常温を含む3温度帯への

対応による運送物量の増加に加え、デパ地下共配におけ

る新規顧客獲得が順調に推移し、大幅な増収を達成。

• 輸配送事業は、大手得意先撤退等のマイナス要因はあっ

たものの、新規顧客の順調な獲得に加え、冷凍食品需要

の持ち直しや夏場の猛暑特需による配送需要への好影響

もあり増収。

㈱ロジスティクス・ネットワーク㈱ロジスティクス・ネットワーク

３. 事業概要（セグメント別）

ロジスティクス・ネットワークの運送売上高推移

277 299 286 290

121
126 139 159

398
425 425

449

0
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億円

輸配送の運送売上高 ＴＣにおける運送売上高

＜新規TC獲得による運送拡大とデパ地下共配の伸長で運送売上高が堅調に推移＞

デパ地下共配　業績推移
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【お客様事例】 （50音順）

味の浜藤様、梅の花様、まい泉様、ロックフィールド様 等

【お客様事例】 （50音順）

味の浜藤様、梅の花様、まい泉様、ロックフィールド様 等
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TC（通過型センター）拠点数推移
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㈱ＮＫトランス㈱ＮＫトランス㈱ロジスティクス・ネットワーク㈱ロジスティクス・ネットワーク
【2010年度業績のポイント】

■売上高：345億円（前期比＋24億円、伸長率＋7.5％）

• （株）ハローズ様、（株）コスモス薬品様の専用センター稼動等によ

り売上高大幅増。

• コスト面では、関東地区ＴＣ拠点間での車両相互活用によるレギュ

ラー車両の稼働率向上と台数削減等により傭車費用圧縮を推進。

【お客様事例】 （50音順）

イオン様、イトーヨーカドー様、AFS様、関西スーパー様、スーパーナショナル様、大丸ピーコック様、東武ストア様、

ハローズ様、富士シティオ様、ユーコープ様、ヨークベニマル様、ライフコーポレーション様 等

【お客様事例】 （50音順）

イオン様、イトーヨーカドー様、AFS様、関西スーパー様、スーパーナショナル様、大丸ピーコック様、東武ストア様、

ハローズ様、富士シティオ様、ユーコープ様、ヨークベニマル様、ライフコーポレーション様 等

３. 事業概要（セグメント別）

※横浜南はTC併設型DCとして事業所数に含まず

TC・PC売上高推移
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億円 NKﾄﾗﾝｽ

LN（流通）

LN（運送）

＜大手量販店様専用センター等の新設稼動が寄与し、売上高は大幅に伸長＞

早島

佐賀

越谷青果

①-3ネットワーク事業＜ＴＣ・ＰＣ＞
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（株）マルエツ様物流センター業務

大手Ａ社様

センター業務
大手Ｂ社グループ様

センター業務

複合拠点としての効率性と対応力を活かし、
（株）マルエツ様の低温物流センター配送業務を開始

ＸＸスーパー

効率的な店舗配送

調達物流の開拓空
き
時
間
等
の
活
用
に
よ
る
車
両
の
相
互
活
用

既存要員の効率活用
による作業生産性の向上

＜隣接東扇島の活用＞

流通加工原料の保管等

による物流コスト削減

（株）マルエツ様センター規模（89店舗）

・精肉・鮮魚ＰＣ（マルエツ様運営）

約3,200坪

・物流センター（ロジネット受託）

約2,900坪

【川崎ファズ物流センター】㈱ロジスティクス・ネットワーク㈱ロジスティクス・ネットワーク

①-4ネットワーク事業＜ＴＣ＞：トピックス
３. 事業概要（セグメント別）
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（株）ハローズ様店舗物流最適化へ
中四国物流の要衝、早島（岡山県）に統合センター設立

【早島物流センター】㈱ロジスティクス・ネットワーク㈱ロジスティクス・ネットワーク

３. 事業概要（セグメント別）

旧チルドセンター

旧ドライセンター

早島センター（株）ハローズ様業容（2010年2月期実績）
売上高 681億円
経常利益 22.0億円
当期純利益 12.1億円
ＪＡＳＤＡＱ上場

売上高推移
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715
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億円 店舗数推移
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旧青果センター

旧デリカセンター

旧資材センター

①-5ネットワーク事業＜ＴＣ＞：トピックス
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３. 事業概要（セグメント別）

㈱ロジスティクス・ネットワーク㈱ロジスティクス・ネットワーク

（株）コスモス薬品様の小商圏型集中出店対応へ
佐賀常温センター、関西・大分低温センター運用開始

（株）コスモス薬品様業容（2010年5月期実績）
売上高 2053億円
営業利益 77.4億円
経常利益 88.0億円
当期純利益 47.1億円
東証一部上場

【佐賀常温センター】

【関西低温センター】 【大分低温センター】

佐賀常温センター

関西低温センター

既存（低温）センター

大分低温センター

店舗様（全 ３９７店舗）
※２０１１年４月末現在

①-6ネットワーク事業＜ＴＣ＞：トピックス
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㈱ロジスティクス・プランナー㈱ロジスティクス・プランナー

【2010年度業績のポイント】

■売上高：478億円（前期比＋34億円、伸長率＋7.7％）

• LNのTCが大幅に伸長。LPは事業機能を物流ソリュー

ション開発やコンサルティング業務に特化し、現行の物

流包括受託運営をLNへ完全移管。

• また、日本ケンタッキー・フライドチキン（株）様や冷食

メーカー様の大型案件をLPにて受託。

３. 事業概要（セグメント別）

＜ロジスティクス・プランナーはノンアセット型3PLに特化し新たな大手顧客を獲得＞

㈱ロジスティクス・ネットワーク㈱ロジスティクス・ネットワーク

㈱ＮＫトランス㈱ＮＫトランス

3PL事業の売上高推移（単位：億円）
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444422428
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①-7ネットワーク事業＜３ＰＬ＞
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㈱ロジスティクス・プランナー㈱ロジスティクス・プランナー

日本ケンタッキー・フライドチキン（株）様（ＫＦＣＪ様）の３ＰＬ業務を受託

・ ＫＦＣＪ様はＮＬＧ外も含む各エリア物流会社を統合管理するノンアセット３ＰＬとしてロジプランを採用、それに伴

いＫＦＣＪ様業務を集約し物流管理の高度化を目指す。

・ ＫＦＣＪ様はこれまで全国を東・西の2エリアに分割して別々の物流会社に委託してきたが、顧客満足度向上の

観点から全国を7エリアに分割しエリア毎に強みのある物流会社（ＮＬＧ及び他社）を選定・委託することで、各

エリアのニーズにきめこまやかに対応した物流ネットワークを構築し、フレッシュチキン（チルド品）や包装資材

物流の効率化によりサービスレベル向上を図る。

・ 現在まで3エリア（北海道・関東・東海）の物流会社を選定終了、関東及び北海道の2エリアをＮＬＧ各社が受注。

ロジネット
関東以北

ＫＦＣＪ様

※選定中
ＮＬ関東
ﾛｼﾞﾌﾟﾗﾝ

NLG外

他社活用
※選定中※選定中※選定中

ＫＦＣＪ様

Ｚ物流会社 Ｙ物流会社

北海道東北関東甲信越東海北陸関西中四国九州

東海以西

３. 事業概要（セグメント別）
①-8ネットワーク事業＜３ＰＬ＞：トピックス
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地域保管事業売上高・営業利益推移（単位：億円）
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【2010年度業績のポイント】

■売上高 ：437億円（前期比▲15億円、伸長率▲ 3.3％）

■営業利益： 43億円（前期比▲10億円、伸長率▲18.9％）

• 搬入量が堅調に推移するも在庫率の本格的な回復までに

は至らず。新設稼動による資本費負担の増加と重なり、地

域保管事業全体では一時的に減収減益。

• 保管需要の旺盛な首都圏港湾地区の総庫腹はロジ関東・

東扇島DC1期棟の稼動で約37万トンに（10/03期比+約5万3

千トン）。年度内着工予定の2期棟を見据えた本格的な集荷

活動を展開へ。

• 東扇島DC1期棟のフル稼働は2011年度第2四半期中を計画。

2期棟に対する顧客の引き合いも順調

②-1地域保管事業

※ロジスティクスネットワークの保管能力を含む

３. 事業概要（セグメント別）

＜将来を見据えたS&Bを着実遂行。首都圏では新たな旗艦拠点となる東扇島DCを竣工稼動＞

冷蔵倉庫総合在庫率の推移

30.0%

32.0%

34.0%

36.0%

38.0%

40.0%

42.0%

44.0%

46.0%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ニチレイ０７年度 ニチレイ０８年度 ニチレイ０９年度 ニチレイ１０年度

業界０７年度（参考） 業界０８年度 業界０９年度 業界１０年度

注：ニチレイは地域保管全国、 業界は1２大都市
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（株）ニチレイ・ロジスティクス九州：福岡東浜ＤＣ稼動

保管・輸配送機能の高次融合を実現させる一体型拠点、福岡東浜で始動

平成22年2月稼動

所在地：福岡市東区東浜
延床面積：19,817㎡
冷蔵能力：20,769ｔ
主要設備：全荷捌室低温化

パレットリフター ４基
エレベーター １基
ドッグシェルター ３８基

主要扱品目：加工原料・冷食全般
その他 ： LN地域配送・幹線中継機能を併設

３. 事業概要（セグメント別）

2010年9月稼動

ロジネット運送事業所を併設して九州一円の面・幹線配車
機能を集約
ロジネットと連携したワンストップサービスを提供
顧客の多様な潜在需要を開拓して拡販を図る

②-2地域保管事業：トピックス



20

冷蔵庫棟２期棟予定地

所在地：川崎市川崎区東扇島
延床面積：36,300㎡
冷蔵能力：40,433ｔ
主要設備：全荷捌室低温化

入出庫バース32バース
デバンダー2基
ドッグレベラー15基
パレットリフター8基
エレベーター3基

その他 ： LN地域配送・幹線中継機能を併設

（株）ニチレイ・ロジスティクス関東：
東扇島物流センター １期棟稼働

ニチレイロジグループの技術・ノウハウ・機能を結集した新センター誕生

３. 事業概要（セグメント別）

隣地にて２期棟年度内着工へ向けて準備中

2011年2月稼動

ロジネット運送事業所を併設して広域・関東面配送の
配車機能を集約
ロジネットと連携したワンストップサービスを提供
顧客の多様な潜在需要を開拓して拡販を図る

②-3地域保管事業：トピックス
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・・免震装置免震装置

３. 事業概要（セグメント別）

・顔認証登録システム・顔認証登録システム ・冷蔵庫棟／事務所棟入口・冷蔵庫棟／事務所棟入口 ・・監視カメラ監視カメラ

・・ＬＥＤ照明ＬＥＤ照明 ・省エネ自然冷媒冷凍装置・省エネ自然冷媒冷凍装置 ・屋上緑化・屋上緑化

セ キ ュ リ テ ィセ キ ュ リ テ ィ

環境対策環境対策

免震構造免震構造

東扇島物流センター
１期棟

②-4地域保管事業：トピックス

・・解凍施設解凍施設 ・・加工施設加工施設

解凍・加工解凍・加工
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＜参考：現地通貨の売上高・営業利益推移＞

３. 事業概要（セグメント別）

【2010年度業績のポイント】

■売上高 ：161億円（前期比▲1億円、伸長率▲ 0.6％）

■営業利益： 8億円（前期比▲0億円、伸長率▲ 0％）

• 為替影響で円ベースでは伸び悩むも現地通貨ベースでは回復。

• 好転する欧州経済を背景にTTGへの運送需要が急回復。果汁消

費も好転し、HIWAは好調だった07年度の売上高・扱量に迫る勢い

• GODFROY社買収によるシナジー効果は次年度以降に本格化

• ポーランド（FLP）では大手小売の全国配送業務を新規受託。既存

顧客の配送網との組み合わせにより運送基盤を確立。

• 高い物流品質・サービスで競合からの顧客誘致も順調に進展。

＜GODFROYとのシナジーによる西欧基盤強化とFLP運送拡大による東欧基盤の成長加速＞

欧州事業売上高・営業利益推移（単位：億円）
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欧州事業売上高・営業利益推移（単位：百万ユーロ）
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③-1海外事業＜欧州＞
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３. 事業概要（セグメント別）

＜GODFROYとのシナジーによる西欧基盤強化＞

１．既存の輸送ネットワークとのシナジー

○クロスボーダー輸送の拡大

○運送効率の改善

２．既存の保管拠点とのシナジー

○フランス拠点を活用した新規顧客開拓

○欧州主要港をカバーした通関・保管・輸
送のワンストップサービスの提供

３．ノウハウ並びに顧客情報の共有化

○ノウハウの共有による競争力の底上げ

○顧客情報の共有による営業力の強化

現状のシナジー
ロッテルダムにおいて、通関・ドレー
ジ・動検・保管・配送の強力なワンス
トップサービスを実現

期待されるシナジー
ルアーブル港における
ワンストップサービスの実現

＜オランダ＞
・EFRがHIWAやTTHの貨物を保管。
・倉庫の相互利用

＜ドイツ＞
・ドイツ全域の小売店舗配送を活用
・TTH・GODFROYとのシナジーによる

広域運送事業の拡大本格化
・中東欧、ロシア向け輸配送の拡大へ

＜フランス＞
・フランス全域への配送網を活用
・TTG・TTH各社の帰り便利用により

フランス外への集荷配送範囲拡大へ

＜ポーランド＞
・大手アイスメーカー・量販店の全国配送網

を活用した運送事業の本格拡大へ
・競合からの顧客誘致も順調に推移

③-2海外事業＜欧州＞

期待されるシナジー
欧州各社の相互利用による
クロスボーダー輸送
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上海鮮冷儲運有限公司上海鮮冷儲運有限公司

３. 事業概要（セグメント別）

売上高・営業利益推移
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【2010年度業績のポイント】

■売上高 ：368百万円（前期比+47百万円、伸長率+14.6％）

■営業利益： 50百万円（前期比+9百万円、伸長率 +22.0％）

• 高度な物流品質やきめ細かなサービスにより、上海万博の

納品業務受託や周辺都市への配送領域拡大などで売上高

拡大。

• 順調な業務拡大の影響で、現有拠点のキャパシティーが逼

迫。第2センターについは事業プランおよび拠点候補用地の

最終選定段階に移行へ。

＜上海市内・近郊における運送基盤が伸長。第2センターを見据えた顧客開拓を本格化へ＞

③-3海外事業＜中国（上海）＞
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３. 事業概要（セグメント別）

購買代行機能をフルに発揮し、グループ内各社のローコスト化に貢献

ニチレイ・ロジスティクスエンジニアリング売上高推移
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2010年度コストダウン実績

単位：千円

計画額 実施額 削減額 削減率

固定化・リース計 1,878,417 1,577,948 300,469 16.0%

修繕費 567,673 521,274 46,399 8.2%

合計 2,446,090 2,099,222 346,868 14.2%

㈱ニチレイ・ロジスティクスエンジニアリング㈱ニチレイ・ロジスティクスエンジニアリング NLE

④エンジニアリング事業

代表者

資本金

従業員数

事業内容 １）冷凍冷蔵倉庫、低温物流センター、食品工場の

　　設備設計施工並びにメンテナンス、オーバーホール

２）上記施設における各種製品販売

建設業許可 許可番号 国土交通大臣許可 特－21 第3325号 

許可期間 平成22年2月26日 ～ 平成27年2月25日 

建設業の種類 建築工事業　管工事業 

労働者派遣事業許可 許可番号 特－13 第302413号 

関係所属団体

ISO認証登録

社団法人　日本冷凍空調学会 

社団法人　日本冷蔵倉庫協会 

2006年3月 （平成18年） ISO9001 認証取得 (06QR ・1384) 

鈴木　一央 （スズキ　カズナカ） 

6,000万円

172名

社団法人　高圧ガス保安協会
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Ⅱ. 2011年3月期 決算概要Ⅱ. 2011年3月期 決算概要
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①２０１０年度事業収支＜連結＞

ニチレイロジグループ連結

１.決算概要

前期比
（％）

売上高 1,390 1,394 0.3
営業利益 (5.7%) 79 (5.2%) 73 △ 7.4
経常利益 (4.6%) 64 (4.4%) 61 △ 4.9
税引前利益 (4.1%) 56 (2.2%) 31 △ 44.9
当期純利益 (2.2%) 30 (1.2%) 16 △ 46.0

（単位：億円、端数四捨五入、（　）内利益率

前期 当期
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１.決算概要

物流ﾈｯﾄﾜｰｸ 75,304 76,882 1,578 2.1
地域保管 45,170 43,709 △ 1,460 △ 3.2
海外 16,530 16,438 △ 92 △ 0.6
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 2,011 2,384 373 18.6
共通 － － － －
合計 139,016 139,414 397 0.3

物流ﾈｯﾄﾜｰｸ 2,011 2,615 604 30.0
地域保管 5,290 4,256 △ 1,033 △ 19.5
海外 723 698 △ 24 △ 3.3
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 139 120 △ 19 △ 13.8
共通 △ 281 △ 394 △ 113 －
合計 7,883 7,296 △ 586 △ 7.4

売
上
高

営
業
利
益

（単位；百万）

前期 当期 前期比 増減率(%)

②２０１０年度事業収支＜セグメント別＞



29

③財務指標等

１.決算概要

財務指標に関する分析

総資産 百万円 126,026 130,746

負債 百万円 74,739 80,205
うち，有利子負債 百万円 50,634 54,868
うち，有利子負債（リース債務除く） 百万円 30,856 34,092

純資産 百万円 51,287 50,540
D/E比率 倍 1.0 1.1
D/E比率（リース債務除く） 倍 0.6 0.7

自己資本比率 ％ 40.7% 38.7%
売上高 百万円 139,016 139,414
当期純利益 百万円 3,011 1,627

自己資本利益率 （ROE) ％ 6.0% 3.2%
総資産利益率 （ROA) ％ 2.5% 1.3%
総資産回転率 倍 1.1 1.1
注1：D/E 比率の算出方法：有利子負債÷純資産

前期末 当期末

③財務指標等
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１.決算概要

設備投資等の状況
（単位：百万）

設備投資 減価償却費
当期支出額 うち、リース資産除く 当期償却額 うち、リース資産除く

11,441 7,781 8,476 5,606

（参考）リース資産を除いた設備投資等の状況
（単位：百万）

設備投資 減価償却費
前期 当期 前期比 前期 当期 前期比

11,272 7,781 △ 3,491 5,150 5,606 455

〈主な設備投資〉
（単位：百万）

完了年月 会社名事業所名 所在在地 設備の内容 設備投資総額 当期計上額 完成後の増加能力
（既計上額）

2010年 ㈱ﾆﾁﾚｲ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ九州 福岡市 物流ｾﾝﾀｰの新設 4,810 2,159  冷蔵　
8月 福岡東浜物流センター 東区 (4,810) 20,769t
2010年 ㈱ﾆﾁﾚｲ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ関東 川崎市 〃 5,397 3,877  冷蔵　
2月 東扇島物流センター 川崎区 (5,397) 40,433t
2011年 ㈱ﾆﾁﾚｲ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ九州 鹿児島県 〃 ※1,169 324  冷蔵　
9月（予定） 鹿児島曽於物流センター 曽於市 (324) 10,448t

注1： 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
注2： 「設備投資総額」の※は、計画数値であります。

〈設備投資等の見通し〉 　　　　　2012年3月期
（単位：百万円）

資本的支出 7,760
設備投資 7,440
減価償却費 9,460

リース資産を除く設備投資見通し
資本的支出 4,470
設備投資 4,330
減価償却費 6,130

④設備投資等
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低温物流事業の営業利益推移
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①売上高及び営業利益の推移（今後の計画）

２.今後の計画
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この説明資料に記載されている当ｸﾞﾙｰﾌﾟの現在の計画、見通し、戦略などのうち、

歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであります。

将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説明における「確

信」、「期待」、「計画」、「戦略」、「見込み」、「予測」、「予想」その他これらの類義語

を用いたものに限定されるものではありません。これらの情報は、現在において

入手可能な情報から得られた当ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営者の判断に基づいております。

実際の業績は、経済情勢および業界環境、為替ﾚｰﾄ変動、品質保証体制確立の実

現性、新サービスの実現性、成長戦略とﾛｰｺｽト構造の実現性、当ｸﾞﾙｰﾌﾟと他社の

ｱﾗｲｱﾝｽ効果の実現性、偶発事象の結果、将来の出来事から発生する重要かつ

予測不可能な影響など、ﾘｽｸや不確実な要素を含んでおりますので、業績見通しの

みに全面的に依拠して判断されることは、お控えいただきますようお願いします。

《注意事項》


